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３．研究実施期間：平成 28～29年度 

４．研究の趣旨・概要 

湖沼の COD環境基準達成率は平成 25年度で 55%と低迷している。近年では、琵琶湖

等で COD が漸増する現象すら報告されている。湖沼の COD 問題を理解するためには、

有機物の大半を占める溶存有機物の中のどのような成分が COD に寄与しているのかを

把握する必要があるが、依然としてその詳細はブラックボックスのままである。 

本研究は、精密質量分析計を用いて、湖沼の溶存 COD 成分を分子レベルで解明する

ことを目指すものである。 

これにより、湖沼における溶存 COD成分の組成や動態に関する科学的知見が拡充し、

湖沼水質対策に資することが期待される。 

５．研究項目及び実施体制 

①精密質量分析による湖沼溶存 COD成分の解明（東京大学）
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